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令和７年度第２回兵庫県後期高齢者医療制度懇話会 
議  事  録 

 
 
１ 日 時  令和８年２月６日（金） 14：00～16：00 

 

２ 場 所  スペースアルファ三宮 大会議室 

 

３ 出 席 者  

 

(1) 兵庫県後期高齢者医療制度懇話会委員 13名 

  （五十音順、敬称略） 

秋本 常久、市本 恵三、岩田 稔恵、梅村 智、岡田 讓介、 

尾﨑 公彦、衣笠 葉子、久保 三男、塩見 美抄、鈴木 純、 

髙尾 ひろ子、野田 誠一、若生 留美子 

 

(2) 事務局 13名 

事務局長 山根 拓生、事務局次長 岸本 徹 

情報システム課長 樋口 正謙、資格保険料課長 高武 信司 

給付課長 有原 伸欣 他８名 

 

４ 議   事  

  

(1) 後期高齢者医療制度に関する国への要望について 

(2) 令和８・９年度における保険料率の改定（案）について 

(3) マイナンバーカードと健康保険証の一体化について 

(4) 高額療養費制度等の見直しについて 

 

５ 傍 聴 人  １名 

 

６ 議事の要旨 

 

(1) 後期高齢者医療制度に関する国への要望について 

資料に基づき、後期高齢者医療制度に関する国への要望について説明。 

(2) 令和８・９年度における保険料率の改定（案）について 

資料に基づき、令和８・９年度の兵庫県後期高齢者医療広域連合における保険

料率改定（案）について説明。 

(3) マイナンバーカードと健康保険証の一体化について 

資料に基づき、一体化の経緯や仕組み、導入状況について説明。 

(4) 高額療養費制度等の見直しについて 

資料に基づき、高額療養費制度等の見直しについて説明。 
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７ 意 見 等 

 

【（１）後期高齢者医療制度に関する国への要望について】 

（意見なし） 

 

【（２）令和８・９年度における保険料率の改定（案）について】 

（委 員） 一人当たりの医療給付費において、被保険者数が増加しても影響を受け

ないはずですが、年々増加傾向になる背景を教えてください。 

（事務局） 高額な医薬品が出てきていること、医療技術の進歩により診療報酬が上

がっていることが主な原因だと考えています。これは兵庫県だけでなく

他の地域でも同様の傾向です。 

（委 員） 医療とは関係のない子ども・子育て支援金が保険診療の負担となること

に疑問を感じています。制度導入当初は月額数十円と小さい額のため、

違和感なく受け入れられているように感じますが、将来にかかる負担増

が心配です。また、資料13ページの保険料率による各ケースに関し、保

険料率改定により保険料が上がるのが普通ではないかと思いますが、下

がるケースが所々に見られることの説明をお願いします。 

（事務局） ２割・５割軽減の判定基準額が拡大されたことにより、例えば２割軽減

から５割軽減に該当する場合などは保険料が下がります。また、所得割

率が今回マイナス改定となっているため、高い所得の方についても均等

割額の上昇額よりも所得に所得割率をかけた所得割額の減少額が大きく

なる場合には保険料が下がることになります。 

（委 員） 医療給付費の個人負担は現役世代で概ね14％、後期高齢者の方は概ね

10％というイメージでしたが、年々後期高齢者負担率が上昇しており、

現役世代の負担と少しずつ近づいているということで、全体としてはう
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まくいっているのではないかと思います。 

（委 員） 均等割の変更が与える影響が大きいという印象ですが、負担できる人が

負担するといった改革もされているという風にも感じます。 

また、子ども・子育て支援金については、増税という形で財源を確保す

るのか、それとも保険料なのか、それぞれが一つの選択肢であるので、今

後の動向を慎重に見守っていきたいと思います。 

 

【（３）マイナンバーカードと健康保険証の一体化について】 

（委 員） 兵庫県における後期高齢者のマイナンバーカード登録率74％について、

県内の他の世代や、他県の後期高齢者医療の被保険者との差を教えてくだ

さい。 

（事務局） 全国比較が可能な、令和７年８月時点におけるマイナ保険証登録率は全

国では70.84％であり、兵庫県では71.29％であり、同時点での兵庫県の利

用率順位は全国30位、登録率は全国34位です。 

（委 員） 資格確認書の職権交付について、85歳以上とそれ以下で分けるのはなぜ

ですか。 

（事務局） 厚生労働省からの通知では、高齢者の方は全世代のなかで比較的機器の

扱いに不慣れであること、認知症の進行等により状態像の変化が起きやす

いことが示されています。また、今回説明した取扱いは令和８年度のもの

であり、令和９年度以降は取り扱いが変更される可能性があります。 

（委 員） 85歳以上の被保険者について、救急車ではマイナ保険証で確認してもら

えましたが、介護施設では必要ないと言われました。これはどういうこと

でしょうか。 

（委 員） 介護施設等に入所されている方のなかには、自立歩行が難しく、車いす

で病院の窓口等に来られる方もいますが、マイナ保険証で顔認証を行う機
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器は固定されており、顔を近づけられず顔認証ができないケースが多いた

め、医療の現場では85歳以上の方には資格確認書が必要な状況が続いてい

るのだと思います。また、救急車の場合は、顔認証等をせずカードリーダ

ーで読み込むだけというのが一般的です。 

（委 員） マイナンバーカードと健康保険証の一体化について、現場からどのよう

な声が上がっていますか。現場の実態が保険者に届いていないとしたら、

“84歳以下の方には地域の実情に応じて職権交付を判断する”という部分

に関して、地域の実情が十分に理解されていない可能性もあるため、情報

収集等してはどうでしょうか。 

（事務局） 現場からは、マイナ保険証を読み込んだ際に氏名や住所の旧字体等が表

示されない、カードの読み込みが上手くできず時間がかかる等の意見を聞

いています。 

（委 員） 医療の現場では、マイナ保険証を読み込んだ際に保険者や本人の職業が

変わっていると、保険者番号や保険料の納付有無の情報が更新されておら

ず、医療費の支払い手続き等で課題が起こることがあります。一方、定期

健診や服薬状況等がリアルタイムでわかり、薬の重複投与や基礎疾患の発

見に繋がっていることに利便性を感じています。 

（委 員） 訪問診療を行った際に、認知症の方はご自身で手続き等をするのは難し

いように感じます。介護施設等に訪問診療する際も、施設の機器を使わせ

ていただくことになり、車いすを利用されている方等に対しては、医師が

スマホや読み取り機器を持参する必要があるため、医師・施設ともに対応

が大変なように思います。 

（事務局） マイナ保険証の使用実態について、カードリーダーが読み込まない等の

システム課題は後期高齢者だけでなく、全世代の方に共通する課題のため、

後期高齢者がマイナ保険証を使用しない原因ではないと認識しています。 
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また、地域の実情把握は、利用率等を参考にしていますが、マイナ保

険証を使用していない方に直接アンケートをするのは難しいところもあり、

当懇話会にて被保険者の皆様からのお声やお話を伺い、県内市町からもヒ

アリング等で情報を集めていく必要があると考えています。 

（委 員） 以前、マイナ保険証で受診すると診療費が100円割引になるという特典

があったように記憶しています。そのようなインセンティブがあれば登録

率や利用率も伸びるのではと思いますが、マイナンバーカードと保険証の

一体化への方策等をお聞きしたいです。 

（事務局） 当広域連合では、マイナ保険証促進のため、資格確認書の年次更新時に

全被保険者へリーフレットを同封し、また、当広域連合のホームページで

も周知を行っています。 

（委 員） マイナ保険証の使用頻度によって診療費が変わっていましたが、次回の

診療報酬改定以降はなくなることを確認しています。 

 

【（４）高額療養費制度等の見直しについて】 

（委 員） 高額療養費制度について、当初2,400億円ほどの費用削減効果があると

のことでしたが、最終的にどのくらいの見込みになりますか。 

また、ＯＴＣ類似薬の薬剤給付の見直しについてと、長期収載品の選定

療養費が25％から50％になったことでの効果額はどれくらいですか。 

子ども・子育て支援金が25億円規模と言われており、25億円相当を医療

費から削減するとされています。保険料に子ども・子育て支援金としての

支払いが増える分、医療費を下げるということですが、高額療養費とＯＴ

Ｃ類似薬を合わせてどの位効果があるのか確認したいです。 

（事務局） 高額療養費の見直しによって削減される保険給付について、令和８年度

は0.3％16億2,473万円、令和９年度は0.27％43億3,153万円を見込んでい
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ます。また、ＯＴＣ類似薬については、兵庫県の見込み額は算出していま

せんが、全国で900億円を見込んでいます。 

 

（事務局） 委員の皆様におかれましては、活発な御議論をいただきましてありがと

うございました。本日いただきました御意見を踏まえながら、制度の運営

に努めてまいりたいと考えてございます。本日はどうもありがとうござい

ました。  

（委 員）  それでは、これをもちまして本日の懇話会を終了させていただきます。

円滑な会議の進行に御協力いただきまして、誠にありがとうございました。 

（了） 

 


